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金属繊維編成用DLCコーティング編針の開発

金属繊維でニットを編成する際に編針に発生するキズやさびを防ぐことを目的として、DLC
（ ダイヤモンドライクカーボン） 膜をコーティングした編針を開発しました。

本技術の内容・ 特徴

金属繊維を編成すると編針にキズが

発生し、ニット生地の目落ちや

糸切れ、汚れの原因になります。

図2．編針に発生したキズの電子顕微鏡画像

新品の編針の表面にDLC膜を成膜する
（ プラズマイオン注入成膜法）

編成前 編成後

図1．編針に発生したキズ 図3．金属繊維編成後の
DLCコーティング編針

従来技術に比べての優位性

➊ 編針にDLC膜をコーティングすることで、
編針に発生するキズやさびを防止

➋ 市販の編針にDLC成膜が可能

➌ 編針を交換するだけで、従来の横編機で金

属繊維の編成が可能

予想される効果・ 応用分野

➊ ニット素材の「 伸びる」 特性を生かし、産

業資材へ展開

➋ DLC膜は動摩擦係数が低いため、編成時、
編針からの糸抜けがよく 、金属を含む難編

成素材の編成が容易に
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ステンレス糸（ SUS304 φ0.1mm）を横
編機（ 島精機製SWG-V 7G）を用いて、
両面編1万コース編成後、編針を観察

したところ DLCコーティング編針に
キズは確認されませんでした。


